












Tissue reaction to a calcium hydroxide paste developed for root canal filling
TAKAKO SHIMIZU TAKANAGA OCHIAI SABURO KURIHARA


























































































実験期間 2日 1週 3週 12週 計
試作糊剤HP 5 5 5 4 19
対照糊剤 5 5 5 4 19
結 果
実験群：
　背部皮下組織内の埋入部には，2日例ではほぼ
対照群：
　埋入2日例では，埋入部は大きな空隙として観
察されその周辺部にエオシンに染色された穎粒状
構造の帯状の配列があった．同部の外周部には炎
症性細胞浸潤の多い肉芽組織が帯状に増殖してい
た．その1週例のものでもほぼ同様な所見であっ
た．すなわち，ヘマトキシリンに濃染した構造物
を取り囲み細胞成分の多い肉芽組織の増生があっ
た．埋入3週例では，埋入部は細胞成分の極めて
多い肉芽組織の増殖となっており炎症性変化が認
められ，さらにはマクロファージや多核の異物巨
細胞が多数浸潤していた（図5）．埋入12週後で
ヘマトキシリン濃染の塊状構造物はさらに小塊状
になり，その周囲は炎症性変化に乏しい線維化し
た肉芽組織であった（図6）．
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図1：塊状物の周囲組織には細胞成分の豊富な肉芽組織が被膜状に形成されている（実験群，2日：×50）．右下
　　　の挿図に壊死層（矢印）の拡大像を示す（×100）．
図2：塊状構造物周囲には細胞成分の多い肉芽組織の増殖がみられ，多核巨細胞の浸潤もある（実験群，1週：
　　　×50）．
図3：増殖した肉芽組織によって塊状構造物は分断化され，炎症性細胞浸潤は減少している（実験群，3週：×
　　　100）．右下の挿図に異物巨細胞（矢印）とマクロファージ（白矢印）の拡大像を示す（×200）．
図4：肉芽組織から完全に炎症細胞は消退している（実験群，12週：x100）．
図5：埋入部には，肉芽組織の増殖が認められる（対照群，3週：×100）．右下の挿図に異物巨細胞（矢印）とマ
　　　クロファージ（白矢印）の拡大像を示す（×200）．
図6：炎症性変化に乏しい肉芽組織の間にある塊状構造物はさらに小塊状になっている（対照群，12週：x100）．
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考 察
　今回著者らは，ネオ製薬工業株式会社が新しく
プレミックスタイプの糊剤根管充填材として開発
した，水酸化カルシウム系糊剤根管充填材且Pを
検体として，マウスの皮下組織内に埋入した場合
の組織反応を検討した．本論の考察に入る前に，
まず試験系について検証する．対照検体の選定に
先立ち，本検体の臨床上の使用目的を考慮し，同
様に水酸化カルシウム系の糊剤根管充填材料とし
て使用されているもの5種について，マウスを用
いての3週までの短期間の皮下組織内埋入試験を
行い報告した6）．その結果，埋入部には一層の壊
死層が形成され，その周囲にはマクロファージな
どの細胞成分に富む肉芽組織の増殖が起こるが，
周囲組織に対しては大きな為害作用を及ぼさない
事が再確認された．この結果により，今回の皮下
埋入試験においては，これら5種のうち，最も古
くから使われている“水酸化カルシウム／水練
和物”を対照糊剤とし用いた．この選択は，本実
験の趣旨に鑑み的を射たものと考えられる．な
お，設定した実験期間の2日，1週，3週，およ
び12週，また検体埋入部位を周囲組織と共に一塊
として摘出しての病理組織学的観察方法などをも
含めて，本実験は，Iso　lo993－6：1994（Biologi－
cal　Evaluation　of　Medical　Devices；Part　6．　Test
for　Local　Effects　after　lmplantation）の短期埋
入試験に準拠しており極めて当を得た実験系と考
えられる．
　次に今回の結果について若干の考察を加えた
い．今回行った実験に類するものは古くから最近
に至るまで数多く行われている1・3・5・7）．その結果
は，先にも記載した通り水酸化カルシウムを組織
内に埋入すると，一層の壊死層が形成されるが，
大きな為害作用を起こさないとされる．なお，同
部には，これを歯髄に応用すると“Dentin
Bridge”の形成が為されることは衆知の事実で
あるが，同様に軟組織内においても異所性の石灰
化が引き起こされるので，それに対する詳細な研
究も多く為されている2・‘・8）．今回の実験結果もこ
れらの報告とほぼ同様であった．すなわち，被検
糊剤HPの埋入部周囲には一層の壊死層が形成さ
れると共にマクロファージや異物巨細胞などの細
胞成分に富む肉芽組織の増殖により，活発に貧食
処理され，周囲組織に対しては大きな為害作用を
及ぼさない事が示された．なお，被検糊材HPの
組織為害性は，同じ目的で広く使用されている対
照糊剤として用いた水酸化カルシウム／水練和
物との比較において，3週までの比較的短期間に
おける組織反応について顕著な相違はみられな
かった．しかし，最大期間の12週においては，対
照群には未だ若干の炎症性細胞浸潤が認められた
が，実験群では，周囲組織に浸潤していた炎症性
細胞が完全に消退していた．今回の実験例数
（N）が小さいので，この所見の妥当性は保証さ
れないが，これは，被検糊剤HPの組織為害性の
低いことを示す一所見であろう．
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